
団体名称

代表者 会長　藤永　茂

団体所在地 下関市豊浦町大字川棚２７９９番地

■　目標値の達成度

□指標：施設の利用者数
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 合計

目標値 2,350 2,838 2,948 3,152 3,266 14,554

実績値 3,212 4,743 3,830 3,552 2,978 18,315

差 862 1,905 882 400 △ 288 3,761

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和元年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名

所在地

小野ふれあいセンター運営委員会

指定管理者

　令和元年度は新型コロナウイルス感染症の影響により年度終盤の利用が激減し前年度実績値及び目標値
を下回りました。しかしながら新型コロナウイルス感染症の影響を受けるまでは目標値と同水準のペース
であったことから、指定管理制度の導入目的は一定レベルで達成されていると考えます。

下関市豊浦町大字川棚1486番地1

下関市小野ふれあいセンター

　ＴＥＬ　：　０８３－７７２－２１１７

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　kitusomu@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

担当部課
（問合せ先）

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定審査表等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントしたう
えで、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え
方」を記載しました。

　下関市教育委員会教育部豊浦教育支所

（単位：人　）

　新型コロナウイルスの影響は当分の間継続するものと考えられるため引続き対策を十分に施し次年度以
降も、本施設の設置目的を推進するため、業務のさらなる向上充実を図り、利用者が安心して利用できる
ような環境づくりを求めます。ソフト面では、より効率的な管理運営を求めるとともに、地域に根ざした
施設として、季節イベントの開催などの企画・実施により年間を通じて利用者の増加に努めるよう求めま
す。ハード面では、利用者からの大きなクレームもないことから、指定管理者の努力により良好な水準を
維持していると判断します。今後も良好な水準を維持することを求めます。

　本施設の設置目的は、自主性・共同性を活かした快適で活力ある「まちづくり」「人づくり」を総合的
に推進することであり、利用者と地域住民との交流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって市民
の福祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管理運営業務の実施状況については、施設の設置目的
を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果たしています。昨今の長引く
不況にも関わらず、利用者数は微増の傾向を示しています。また、施設の維持管理、業務の実施、事業の
実施についても適切に行われており、総合的に判断して良好と評価します。
　業務内容についても、条例規則や基本協定書及び年度協定書を遵守し、「小野ふれあいセンターだよ
り」を発行した情報発信を行うなど、利用者増加のための工夫がみられます。ふれあいセンター利用団体
が協働して「小野ふれあい収穫祭」、「球技大会」を行うなど、来場者と地元をつなぐイベントの工夫が
みられるなど、様々な努力が確認できました。今後も指定管理者の特色を活かしながら、さらなる企画運
営の充実を図ることを期待します。
　経費については、昨年度とほぼ同額で、指定管理者による様々な経営努力の結果、収支結果は適正な範
囲でした。厳しい社会情勢の中、サービス向上に努めつつ、一定の利用者数の確保を図った点で大いに健
闘しています。引き続き、更なる努力や工夫が継続されることを期待します。

mailto:kitusomu@city.shimonoseki.yamaguchi.jp


基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

　施設の安全管理・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。
施設運営や利用者への対応については、地域住民が公平・平等に利用できるよう努力されていました。ま
た、秋のイベントの定着が図られ、延利用者数増加を図っています。

業務内容

　地方自治法をはじめとする関連法令に則り、事業運営に関する業務が適切に実施されていました。施設
利用の許可等について苦情・問題は特にない状況でした。従来からの地元食材を使った特産加工品づく
り・販売だけでなく、平成25年度から開催されている「小野ふれあい収穫祭」で販売を行うなど、話題性
のある企画を実施することで利用者と地元住民の交流に努めていました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努め、関係条例、規則等を遵守して適切に管理されてい
ました。また、施設の環境整備を運営委員で実施していました。年度末には新型コロナウイルス対策が急
務となり市立公民館と同等の感染防止策として手指消毒、マスクの着用、三密防止策を実施する等管理運
営の向上に努めていました。利用者からの意見・要望等について、迅速かつ前向きに捉え、検討し、今後
の改善に役立てていました。

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理されています。領収書や経理関係書類の
整理保管、施設の利用に関する許可申請書等の書類の整理保管についても適正に行われています。

　事業収支について、ほぼ当初計画の範囲内において適正に執行されていました。収支についても経営努
力により、ほぼ収支均衡となるレベルとなりました。安定的かつ継続的に管理運営できる範囲内であると
認められます。

団体の経営状態

　経営の健全性

　指定管理者から提出された事業報告書等を確認したところ、収入・支出の内容については、特に大きな
問題はないため、経営状態は概ね健全と判断しました。
　ただし、新型コロナウイルスの影響が当分の間は続くものと考えられるため、今後の利用者の推移に
よっては、運営資金不足を生じる可能性があり、更なる運営の効率化及び利用者の獲得に努めることを求
めます。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　入館者の安全を確保するための施設の保守点検は適切に実施されており、施設の不具合等は適宜市へ報
告し、また、緊急時（事故等が発生した場合）には、迅速かつ適切な対応がとれる体制が整えられていま
した。

　社会性（環境等への配慮）

　不要箇所の照明の消灯や、冷暖房温度の省エネ設定の徹底等について実施していました。

事業収支

　経済性



団体名称

代表者 会長　古永　和男

団体所在地 下関市豊浦町大字川棚１３１６番地

■　目標値の達成度

□指標：施設の利用者数
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 合計

目標値 2,838 2,948 3,152 3,266 2,598 14,802

実績値 4,743 3,830 3,552 2,978 1,339 16,442

差 1,905 882 400 △ 288 △ 1,259 1,640

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

　本施設の設置目的は、自主性・共同性を活かした快適で活力ある「まちづくり」「人づくり」を総合的
に推進することであり、利用者と地域住民との交流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって市民
の福祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管理運営業務の実施状況については、施設の設置目的
を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果たしています。新型コロナウ
イルス感染症の影響により、利用者数は減少していますが、施設の維持管理、業務の実施、事業の実施に
ついては適切に行われており、総合的に判断して良好と評価します。
　業務内容についても、条例規則や基本協定書及び年度協定書を遵守し、「小野ふれあいセンターだよ
り」を発行した情報発信を行うなど、利用者増加のための工夫がみられます。また、ふれあいセンター利
用団体が協働して「小野ふれあい収穫祭」、「地元食材を利用した加工品づくり」といった来場者と地元
をつなぐイベントを実施するなど、様々な努力が確認できました。今後も地元団体である指定管理者の特
色を活かしながら、さらなる企画運営の充実を図ることを期待します。
　経費については、使用料収入が新型コロナ禍の影響で大きく減少したものの、光熱水費などの管理費用
も減少したことや指定管理者による様々な経営努力の結果、収支結果は適正な範囲でした。厳しい社会情
勢の中、サービス向上に努めた点は評価できます。引き続き、更なる努力や工夫が継続されることを期待
します。

担当部課
（問合せ先）

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定審査表等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントしたう
えで、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え
方」を記載しました。

　下関市教育委員会教育部豊浦教育支所

（単位：人　）

　新型コロナウイルス感染症の影響は、当分の間続くものと考えられるため、引き続き対策を十分に施
し、令和３年度以降も本施設の設置目的を達成するため業務のさらなる向上充実を図り、利用者が安心し
て利用できるような環境づくりを求めます。ソフト面では、より効率的な管理運営を求めるとともに、地
域に根ざした施設として、季節イベントの開催などの企画・実施により利用者数の回復・増加に努めるよ
う求めます。ハード面では、利用者からの大きなクレームもないことから、指定管理者の努力により良好
な水準を維持していると判断します。今後も良好な水準を維持することを求めます。

令和２年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名

所在地

小野ふれあいセンター運営委員会

指定管理者

　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和元年度に続いて令和２年度実績値は目標値を大きく下回
りました。しかしながら、コンニャク作り、味噌作り等地域と連携したイベントの実施及びパソコン教
室、健康づくり体操、しめ縄作り等の生涯学習活動、伝統文化継承活動、福祉活動等の施設の設置目的を
達成するための活動については実施を継続したことから、指定管理者制度の導入目的は一定レベルで達成
されていると考えます。

下関市豊浦町大字川棚1486番地1

下関市小野ふれあいセンター

　ＴＥＬ　：　０８３－７７２－２１１７

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　kitusomu@city.shimonoseki.yamaguchi.jp



　経営の健全性

　指定管理者から提出された事業報告書等を確認したところ、収入・支出の内容については、特に大きな
問題はないため、経営状態は概ね健全と判断しました。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　入館者の安全を確保するための施設の保守点検は適切に実施されており、施設の不具合等は適宜市へ報
告し、また、緊急時（事故等が発生した場合）には、迅速かつ適切な対応がとれる体制が整えられていま
した。

　社会性（環境等への配慮）

　不要箇所の照明の消灯や、冷暖房温度の省エネ設定の徹底等について実施していました。

事業収支

　経済性

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努め、関係条例、規則等を遵守して適切に管理されてい
ました。また、施設の環境整備を運営委員で実施していました。新型コロナウイルス感染症の感染防止策
として手指消毒、マスクの着用、三密防止策を実施するなど、管理運営の向上に努めていました。利用者
からの意見・要望等について、迅速かつ前向きに捉え、検討し、今後の改善に役立てていました。

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理されています。領収書や経理関係書類の
整理保管、施設の利用に関する許可申請書等の書類の整理保管についても適正に行われています。

　事業収支について、ほぼ当初計画の範囲内において適正に執行されていました。収支についても経営努
力により、ほぼ収支均衡となるレベルとなりました。安定的かつ継続的に管理運営できる範囲内であると
認められます。ただし、新型コロナウイルス感染症の影響が当分の間は続くものと考えられるため、今後
の利用者の推移によっては、運営資金不足を生じる可能性があり、更なる運営の効率化及び利用者の獲得
に努めることを求めます。

団体の経営状態

　合目的性・公平性・効果性

　施設の管理運営は、設置目的に沿った実施方針に基づき適切に実施されていました。施設運営や利用者
への対応については、地域住民が公平・平等に利用できるよう努力されていました。

業務内容

　地方自治法をはじめとする関連法令に則り、事業運営に関する業務が適切に実施されていました。施設
利用の許可等について苦情・問題は特にない状況でした。平成25年度から開催されている「小野ふれあい
収穫祭」は、令和２年度は規模を縮小せざるをえなかったものの、従来からの地元食材を使った特産加工
品づくりなど話題性のある企画を実施することで、利用者と地元住民の交流に努めていました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）



団体名称

代表者 会長　春永　喜次

団体所在地 下関市豊浦町大字川棚２５９８番地

■　目標値の達成度

□指標１：地域と連携したイベントの実施
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 合計

目標値 未設定 未設定 8 8 － 16
実績値 10 6 8 － － 24
差 － － 0 － － 8

□指標２：生涯学習活動、伝統文化継承活動、福祉活動の実施
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 合計

目標値 未設定 未設定 18 18 － 36
実績値 22 16 46 － － 84
差 － － 28 － － 48

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

　本施設の設置目的は、自主性・共同性を活かした快適で活力ある「まちづくり」「人づくり」を総合的に
推進することであり、利用者と地域住民との交流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって市民の福
祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管理運営業務の実施状況については、施設の設置目的を達成
しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果たしています。施設の維持管理、業務
の実施、事業の実施についても適切に行われており、総合的に判断して良好と評価します。
　業務内容についても、条例規則や基本協定書及び年度協定書を遵守し、「小野ふれあいセンターだより」
を発行し情報発信を行うなど、利用者増加のための工夫がみられます。ふれあいセンター利用団体が協働し
て「地元食材を利用した加工品づくり」を行うなど、来場者と地元をつなぐイベントの工夫がみられるな
ど、様々な努力が確認できました。今後も指定管理者の特色を活かしながら、さらなる企画運営の充実を図
ることを期待します。
　経費については、令和3年度は、コロナウイルス感染拡大を防止しながら、行動制限の緩和の取組を進めら
れたこと等もあり、令和2年度に比べ、使用料収入が増加し、光熱水費などの管理費用も増加しました。指定
管理者による様々な経営努力の結果、収支結果は適正な範囲でした。厳しい社会情勢の中、サービス向上に
努めつつ、一定の利用者数の確保を図った点で大いに健闘しています。引き続き、更なる努力や工夫が継続
されることを期待します。

担当部課
（問合せ先）

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地
調査、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定審査表等に示された項目ごとに、次葉
のとおり、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントしたうえ
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」を
記載しました。

　下関市教育委員会教育部豊浦教育支所

（単位：回　）

　新型コロナウイルスの影響は当分の間継続するものと考えられるため引続き対策を十分に施し令和4年度
以降も、本施設の設置目的を推進するため、業務のさらなる向上充実を図り、利用者が安心して利用でき
るような環境づくりを求めます。ソフト面では、より効率的な管理運営を求めるとともに、地域に根ざし
た施設として、季節イベントの開催などの企画・実施により年間を通じて利用者の増加に努めるよう求め
ます。ハード面では、利用者からの大きなクレームもないことから、指定管理者の努力により良好な水準
を維持していると判断します。今後も良好な水準を維持することを求めます。

（単位：回　）

令和3年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名

所在地

小野ふれあいセンター運営委員会

指定管理者

　指標が令和３年度に変更されました。コンニャク作り、味噌作り等地域と連携したイベントの実施及びパソコン教
室、健康づくり体操、しめ縄作り等の生涯学習活動、伝統文化継承活動、福祉活動等の施設の設置目的を達成するため
の活動については実施を継続したことから、指定管理者制度の導入目的は達成されていると考えます。

下関市豊浦町大字川棚1486番地1

下関市小野ふれあいセンター

　ＴＥＬ　：　０８３－７７２－２１１７

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　kitusomu@city.shimonoseki.yamaguchi.jp



　経営の健全性

　指定管理者から提出された事業報告書等を確認したところ、収入・支出の内容については、特に大きな
問題はないため、経営状態は概ね健全と判断しました。
　ただし、新型コロナウイルスの影響が当分の間は続くものと考えられるため、今後の利用者の推移に
よっては、運営資金不足を生じる可能性があり、更なる運営の効率化及び利用者の獲得に努めることを求
めます。

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　入館者の安全を確保するための施設の保守点検は適切に実施されており、施設の不具合等は適宜市へ報
告し、また、緊急時（事故等が発生した場合）には、迅速かつ適切な対応がとれる体制が整えられていま
した。

　社会性（環境等への配慮）

　不要箇所の照明の消灯や、冷暖房温度の省エネ設定の徹底等について実施していました。

事業収支

　経済性

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努め、関係条例、規則等を遵守して適切に管理されてい
ました。施設の環境整備等についても運営委員で基本協定書に基づき実施されていました。また新型コロ
ナウイルスの感染防止策として手指消毒、マスクの着用、三密防止策を実施する等管理運営の向上に努め
ていました。利用者からの意見・要望等について、迅速かつ前向きに捉え、検討し、今後の改善に役立て
ていました。

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理されています。領収書や経理関係書類の
整理保管、施設の利用に関する許可申請書等の書類の整理保管についても適正に行われています。

　事業収支について、ほぼ当初計画の範囲内において適正に執行されていました。収支についても経営努
力により、ほぼ収支均衡となるレベルとなりました。安定的かつ継続的に管理運営できる範囲内であると
認められます。

団体の経営状態

　合目的性・公平性・効果性

　施設の安全管理・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。
施設運営や利用者への対応については、地域住民が公平・平等に利用できるよう努力されていました。

業務内容

　地方自治法をはじめとする関連法令に則り、事業運営に関する業務が適切に実施されていました。施設
利用の許可等について苦情・問題は特にない状況でした。平成25年度から開催されている「小野ふれあい
収穫祭」は令和２年度、３年度は中止を余儀なくされたものの従来からの地元食材を使った特産加工品づ
くりなど、話題性のある企画を実施することで利用者と地元住民の交流に努めていました。

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）



団体名称

代表者 会長　福永　宏

団体所在地 下関市豊浦町大字川棚２４０番地

■　目標値の達成度

□指標１：地域と連携したイベントの実施
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値 未設定 未設定 8 8 8
実績値 10 6 8 9 －
差 － － 0 1 －

□指標２：生涯学習活動、伝統文化継承活動、福祉活動の実施（単位：回）
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

目標値 未設定 未設定 18 18 18
実績値 22 16 46 51 －
差 － － 28 33 －

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和４年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市小野ふれあいセンター

所在地 下関市豊浦町大字川棚1486番地1

小野ふれあいセンター運営委員会

　下関市教育委員会教育部豊浦教育支所

　ＴＥＬ　：　０８３－７７２－２１１７

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　kitusomu@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

（単位：回　）

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定審査表等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントしたう
えで、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え
方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　指標を令和３年度に変更しました。コンニャク作り、味噌作り等地域と連携したイベントの実施及びパソコン教
室、健康づくり体操、しめ縄作り等の生涯学習活動、伝統文化継承活動、福祉活動等の施設の設置目的を達成するた
めの活動については実施を継続したことから、指定管理者制度の導入目的は達成されていると考えます。

　令和5年度以降も、本施設の設置目的を推進するため、業務のさらなる向上充実を図り、利用者が安心
して利用できるような環境づくりを求めます。ソフト面では、より効率的な管理運営を求めるととも
に、地域に根ざした施設として、季節イベントの開催などの企画・実施により年間を通じて利用者の増
加に努めるよう求めます。ハード面では、利用者からの大きなクレームもないことから、指定管理者の
努力により良好な水準を維持していると判断します。今後も良好な水準を維持することを求めます。

　本施設の設置目的は、自主性・共同性を活かした快適で活力ある「まちづくり」「人づくり」を総合
的に推進することであり、利用者と地域住民との交流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって
市民の福祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管理運営業務の実施状況については、施設の設
置目的を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果たしています。施設
の維持管理、業務の実施、事業の実施についても適切に行われており、総合的に判断して良好と評価し
ます。
　業務内容についても、条例規則や基本協定書及び年度協定書を遵守し、「小野ふれあいセンターだよ
り」を発行し情報発信を行うなど、利用者増加のための工夫がみられます。ふれあいセンター利用団体
が協働して「地元食材を利用した加工品づくり」を行うなど、来場者と地元をつなぐイベントの工夫が
みられるなど、様々な努力が確認できました。今後も指定管理者の特色を活かしながら、さらなる企画
運営の充実を図ることを期待します。
　経費については、令和4年度は、電力・ガス等の価格高騰等もあり、令和3年度に比べ、光熱水費が増
加しました。指定管理者による様々な経営努力の結果、収支結果は適正な範囲でした。厳しい社会情勢
の中、サービス向上に努めつつ、一定の利用者数の確保を図った点で大いに健闘しています。引き続
き、更なる努力や工夫が継続されることを期待します。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　施設の安全管理・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていまし
た。施設運営や利用者への対応については、地域住民が公平・平等に利用できるよう努力されていまし
た。

　地方自治法をはじめとする関連法令に則り、事業運営に関する業務が適切に実施されていました。施
設利用の許可等について苦情・問題は特にない状況でした。平成25年度から開催されている「小野ふれ
あい収穫祭」は令和２年度、３年度、４年度は中止を余儀なくされたものの従来からの地元食材を使っ
た特産加工品づくりなど、話題性のある企画を実施することで利用者と地元住民の交流に努めていまし
た。

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努め、関係条例、規則等を遵守して適切に管理されて
いました。施設の環境整備等についても運営委員で基本協定書に基づき実施されていました。利用者か
らの意見・要望等について、迅速かつ前向きに捉え、検討し、今後の改善に役立てていました。

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理されています。領収書や経理関係書類
の整理保管、施設の利用に関する許可申請書等の書類の整理保管についても適正に行われています。

　入館者の安全を確保するための施設の保守点検は適切に実施されており、施設の不具合等は適宜市へ
報告し、また、緊急時（事故等が発生した場合）には、迅速かつ適切な対応がとれる体制が整えられて
いました。

　不要箇所の照明の消灯や、冷暖房温度の省エネ設定の徹底等について実施していました。

　事業収支について、ほぼ当初計画の範囲内において適正に執行されていました。収支についても経営
努力により、ほぼ収支均衡となるレベルとなりました。安定的かつ継続的に管理運営できる範囲内であ
ると認められます。

　指定管理者から提出された事業報告書等を確認したところ、収入・支出の内容については、特に大き
な問題はないため、経営状態は概ね健全と判断しました。
　ただし、電力・ガス等の価格高騰等の動向及び今後の利用者の推移によっては、運営資金不足を生じ
る可能性があり、更なる運営の効率化及び利用者の獲得に努めることを求めます。



団体名称

代表者 会長　船岡　良孝

団体所在地 下関市豊浦町大字川棚９９８番地

■　目標値の達成度

□指標１：地域と連携したイベントの実施
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

目標値 未設定 8 8 8 8
実績値 6 8 9 12 －
差 － 0 1 4 －

□指標２：生涯学習活動、伝統文化継承活動、福祉活動の実施（単位：回）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

目標値 未設定 18 18 18 18
実績値 16 46 51 58 －
差 － 28 33 40 －

■　モニタリングの総合コメント

■　今後の業務改善に向けた考え方

令和５年度　指定管理者モニタリングレポート

施設名 下関市小野ふれあいセンター

所在地 下関市豊浦町大字川棚1486番地1

小野ふれあいセンター運営委員会

　下関市教育委員会教育部豊浦教育支所

　ＴＥＬ　：　０８３－７７２－２１１７

　Ｅ－ｍａｉｌ　：　kitusomu@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

（単位：回　）

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定審査表等に示された項目ごとに、次
葉のとおり、具体的な業務の実施状況等についての確認結果をコメントしたう
えで、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え
方」を記載しました。

担当部課
（問合せ先）

　指標を令和３年度に変更しました。コンニャク作り、味噌作り等地域と連携したイベントの実施及びパソコン教
室、健康づくり体操、しめ縄作り等の生涯学習活動、伝統文化継承活動、福祉活動等の施設の設置目的を達成するた
めの活動については実施を継続したことから、指定管理者制度の導入目的は達成されていると考えます。

　令和６年度以降も、本施設の設置目的を推進するため、業務のさらなる向上充実を図り、利用者が安心
して利用できるような環境づくりを求めます。ソフト面では、より効率的な管理運営を求めるとともに、
地域に根ざした施設として、季節イベントの開催などの企画・実施により年間を通じて利用者の増加に努
めるよう求めます。ハード面では、利用者からの大きなクレームもないことから、指定管理者の努力によ
り良好な水準を維持していると判断します。今後も良好な水準を維持することを求めます。

　本施設の設置目的は、自主性・共同性を活かした快適で活力ある「まちづくり」「人づくり」を総合的
に推進することであり、利用者と地域住民との交流を通じて住民生活に潤いと憩いを提供し、もって市民
の福祉の向上、地域経済の活性化を図ることです。管理運営業務の実施状況については、施設の設置目的
を達成しながら、指定管理者制度導入の目的である市民サービスの向上を果たしています。施設の維持管
理、業務の実施、事業の実施についても適切に行われており、総合的に判断して良好と評価します。
　業務内容についても、条例規則や基本協定書及び年度協定書を遵守し、「小野ふれあいセンターだよ
り」を発行し情報発信を行うなど、利用者増加のための工夫がみられます。ふれあいセンター利用団体が
協働して「地元食材を利用した加工品づくり」を行うなど、来場者と地元をつなぐイベントの工夫がみら
れるなど、様々な努力が確認できました。今後も指定管理者の特色を活かしながら、さらなる企画運営の
充実を図ることを期待します。
　経費については、令和５年度においても、令和４年度から続く電力・ガス等の価格高騰等の影響によ
り、光熱水費が高水準で推移しています。指定管理者による様々な経営努力の結果、収支結果は適正な範
囲でした。厳しい社会情勢の中、サービス向上に努めつつ、一定の利用者数の確保を図った点で大いに健
闘しています。引き続き、更なる努力や工夫が継続されることを期待します。



基本的な考え方（施設の性格・目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

　合目的性・公平性・効果性

業務内容

　機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

　責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

　明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

　安全性（安全管理、緊急時等の対応）

　社会性（環境等への配慮）

事業収支

　経済性

団体の経営状態

　経営の健全性

　施設の安全管理・維持管理等、施設の設置目的に沿った実施方針に基づき適切に運営されていました。
施設運営や利用者への対応については、地域住民が公平・平等に利用できるよう努力されていました。

　地方自治法をはじめとする関連法令に則り、事業運営に関する業務が適切に実施されていました。施設
利用の許可等について苦情・問題は特にない状況でした。平成25年度から開催されている「小野ふれあい
収穫祭」は令和２年度、３年度、４年度は中止を余儀なくされたものの令和５年度には実施することがで
き、利用者と地元住民の交流に努めていました。

　業務遂行に必要な人員配置や管理体制の維持に努め、関係条例、規則等を遵守して適切に管理されてい
ました。施設の環境整備等についても運営委員で基本協定書に基づき実施されていました。利用者からの
意見・要望等について、迅速かつ前向きに捉え、検討し、今後の改善に役立てていました。

　利用料金などの収入、施設管理費等の支出について適正に処理されています。領収書や経理関係書類の
整理保管、施設の利用に関する許可申請書等の書類の整理保管についても適正に行われています。

　入館者の安全を確保するための施設の保守点検は適切に実施されており、施設の不具合等は適宜市へ報
告し、また、緊急時（事故等が発生した場合）には、迅速かつ適切な対応がとれる体制が整えられていま
した。

　不要箇所の照明の消灯や、冷暖房温度の省エネ設定の徹底等について実施していました。

　事業収支について、ほぼ当初計画の範囲内において適正に執行されていました。収支についても経営努
力により、ほぼ収支均衡となるレベルとなりました。安定的かつ継続的に管理運営できる範囲内であると
認められます。

　指定管理者から提出された事業報告書等を確認したところ、収入・支出の内容については、特に大きな
問題はないため、経営状態は概ね健全と判断しました。
　ただし、電力・ガス等の価格高騰等の動向及び今後の利用者の推移によっては、運営資金不足を生じる
可能性があり、更なる運営の効率化及び利用者の獲得に努めることを求めます。


